
令和４年９月２９日 

 ５年生保護者 様 

丹波篠山市立今田小学校  

校長  野々口 竜己  

 

 

【学力に関する調査結果の概要】 

 

 

達成率とは、今回の学力調査でとってほしい目標値を１００とし、それの対する達成状況を表した

ものです。１００以上は目標を達成しているという意味です。  

国 語   

「言葉の特徴や使い方に関する事項」「話すこと・聞くこと」の領域は目標値より上回っていまし

たが、「我が国の言語文化に関する事項」｢書くこと」「読むこと」の領域では課題が見られました。 

○次のことに重点を置き、指導していきます。 

・読書量を増やす取組をしたり、自主学習でことわざの意味を調べ、短文作りをしたりして言語

に関する理解を深める指導を進めます。 

・新聞記事等、短い文から内容を読み取り、要約して書く活動を通して、資料から目的に合わせ

て必要な情報を読み取る力や、条件に合わせた文章を書く力がつく指導を行います。 

 ・社会や理科等、他教科でも複数の資料を使って説明をする機会を作り、資料を結びつけて説明

できる力をつける指導を進めます。 

  

 

本校では、５年生を対象に４月１９日に実施しました「丹波篠山市学力・生活習慣状況調査」の

結果をもとに授業の改善等を行うため、本紙『学習・生活に関する学力・生活向上プラン』を作成

しました。学力の定着状況をご理解いただき、子供たちの学習及び生活習慣の改善や学校の教育活

動に対しましてご支援いただきますようお願いいたします。 

 



 算 数   

全領域で目標値を上回っていますが、問題の内容別に見ると、「小数」「面積」で課題が見られ

ました。 

  ○次のことに重点を置き、指導していきます。 

・朝の学習タイムや単元学習の導入の際に既習事項の復習を行い、基礎学力の定着を図ります。 

・「小数」の学習では、整数の計算をもとに小数の計算の仕方を考えることや、その計算練習など、

前学年までの課題のある内容について復習をします。 

 ・「面積」の学習では、㎠、㎡、㎢の単位の換算について、面積の意味の理解を深めます。 

 ・算数に苦手意識のある児童に対しては、よりきめ細かい個別指導に努めます。 

 

【生活習慣に関する調査結果の概要】 

（生活の様子について質問し、内容項目を１８項目に分類してまとめています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣   

生活習慣においては、「いじめのサイン」を除くすべての項目で全国平均と同等または上回ってい

ました。 

  

○次のことに重点を置き、指導していきます。 

・子供個人懇談等をきめ細かに行い、子供たちの生活の様子をしっかりと観察し、気になることが

あればすぐに声かけをするなど、子供の心に寄り添った組織的な指導を進め、いじめの未然防止

や早期発見にこれまで以上に力を入れて取り組みます。 

 

・様々な活動を通して子供たちに自信がつくよう評価をしていくとともに、誰もがリーダーができ

るような授業を進め、子供同士が互いに認め合える雰囲気づくりに努めます。 

 

【終わりに】 

本校では、今回の調査結果を生かして、お子様一人一人の学習の在り方や生活習慣について、

学校としての指導方法を検証し、取組を充実させていきます。学習面、生活面での課題と成果を

共有してよりよい生活を目指そうとする児童の意識を育てていきます。 

 ご家庭におかれましても、１学期末に返却しました個人票（i-check シート 標準学力調査）

を参考に、お子様の家庭学習・生活習慣の在り方について今一度ご確認いただき、ご支援をよろ

しくお願いいたします。 

 


